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生
産
現
論
に
酔
け
る
商
品
群
町
湘
駄

六

停
五
ト
六
巻

f耳S

掠

ド'~I-ノ、

生
産
理
論
に
於
げ
る
一
商
品
群
の
観
馳

青

秀

夫

山

順
序
と
し
て
先
づ
企
法
の
生
産
計
賓
の
静
準
的
川
崎
論
に
つ
い
て
「
絞
べ
ね
ば
友
ら
札
。
消
費
者
は
欲
望
満
足
の
極
大
聖
目
指
し
て
行

勤
し
、
企
業
者
は
利
潤
の
桜
大
生
目
指
し
て
行
動
す
る
と
仮
定
す
る
限
り
、
企
業
者
の
均
衡
従
っ
て
そ
の
生
産
計
賓
の
分
析
が
消
費

者
均
衡
の
川
崎
論
と
同
様
の
椛
悲
を
も
っ
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
消
費
者
の
港
揮
の
理
論
が
既
に
明
瞭
で
あ
る
揚
合
企
業
者
の
浬
揮
に

つ
い
て
諭
す
べ
き
こ
と
は
乏
し
い
と
式
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
と
は
云
へ
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
生
陸
対
養
の
静
副
学
的
分
析
は
、
そ
の
問
題
の
構

成
に
於
て
、
在
来
の
も
の
と
若
干
越
を
具
に
す
る
。
抽
出
め
簡
単
に
此
む
問
題
柿
成
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
て
置
き
た
い
。

先
づ
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
生
産
割
論
の
問
題
梢
成
に
於
け
る
特
徴
は
、
生
産
物
l

戸
「
生
産
要
素
と
を
調
は
ピ
剖
稲
的
に
待
遇
す
る
黙
に
在

す
る
。
即
ち
、
ヒ
ツ
タ
ス
に
於
て
は
生
産
物
と
生
産
要
素
と
は
平
等
無
差
別
在
る
佐
世
主
占
め
る
。
此
の
た
め
に
ヒ
ツ
ク
ス
は
、
先

づ
第
一

K
、
生
産
要
素
と
生
産
物
と
の
逮
ひ
は
た
N
h

符
蹴
の
差
(
。
白

q
t
Z官
自
由
国
巴
官
)
に
過
ぎ
や
と
し
て
、
生
産
要
素
を
「
負

の
生
産
物
L

(

ロ品
Z
2
H
X
o
a
E主
と
し
て
取
扱
ム
。
詳
言
す
れ
ば
か
う
で
あ
る
。
-
|
今
企
業
が
同
種
類
の
生
産
要
素
を
仇
れ

例

主

~
L
j
l

。-

Y
プ
ト

F
P

ル
の
債
格
を
支
排
っ
て
買
ひ
、
と
れ
を
投
下
し
て
或
る
生
産
物
を

m
だ
け
生
産
し
、

に
れ
を
領
特

p
で
寅
る
揚
A
口

そ
れ
よ
り
得
ら
れ
る
刺
飴
乃
至
利
潤
V
は

ドー
) 

で
H
N』

ζ
γ
~
r
3
3
3
l

』
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乃
至

日

1
5
F
l可
同
事

l
L
F
?
"ー+一切
ρ

で
奥
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o

明
か
に
此
の
揚
合
生
産
要
素
と
生
産
物
と
仕
掛
稿
的
で
は
た
い
。
記
就
の
一
文
年
が
臭
る
の
み
で
た
〈
、

符
放
が
臭
っ
て
ゐ
る
。
と
己
る
で
今
、
上
記
の
如
〈
、
生
産
要
素
は
「
負
の
生
産
物
」
で
め
る
と
い
ふ
槻
耕
か
ら
、

It 
る
~)"-<; 

lt:l..、tOO
換)

E 
ヰT
へ
ば
(1) 
t士
喜
改
め
ら
れ

E
H
lヲ

-
d
H
Y
F
 

三
)

』

C
U』

us十
H
W
N
H
N
S
+戸

H
、

)

で
t
3
3
+
L
g
主
リ
+

十
Les-E勺
?
』

F
+】

Z
土

メ

向
の
値
の
け
負
に
よ
っ
て
国
別
さ
れ
る
だ
け

と
在
る
。
己
れ
に
於
て
は
、
生
産
要
素
も
生
席
物
、
私
口
岨
早
到
問
問
的
で
あ
る
。
同
者
は
、

で
あ
る
。
此
也
知
を
除
け
ば
、
生
産
要
議
も
生
産
物
も
干
等
の
地
位
に
立
っ
て
ゐ
る
。
此
心
意
味
に
於
て
以
下
、
生
産
要
素
た
る
と

生
涼
物
た
る
と
に
拘
り
な
く
、
筋
工
費
目
の
財
を
財
4
と
岬
町
科
す
る
。

M-?
は
討
〉
C

怒
ら
ば
生
産
要
素
で
あ
り
、

Z

で
生
虫
限
延

訣
需
要
量
が
表
は
さ
れ

伊
で
生
産
要
素
の
俄
格
が
或
は
さ
れ
る
と
と
h

な
Z
。
之
に
反
し
て

足解〉
C

左
ら
ば
、
財
t

は
県
産
物

品
を
以
て
該
生
庁
前
物
自
傾
格
が
表
は
さ
れ
る
と
と
1
h

な
る

G

然
し
、
生
産
要
素
と
生

産
物
と
を
針
郁
的
に
取
扱
ふ
た
め
の
巴
ツ
タ
ス
の
工
夫
は
阜
に
そ
れ
だ
け
で
は
在
い
。
第
一
一
に
ヒ
ツ
タ
ス
は
生
一
昨
問
教
を
陰
伏
的
に

で
あ
れ

t
E
で
該
生
産
物
り
生
時
高
が

定
義
す
る
ζ

と
に
よ
う
で
、
此
の
二
品
刊
を
対
和
的
左
ら
し
め
乙
。
ル
モ
産
要
素
数
且
一
早
と
ー
そ
れ
を
川
ひ
て
生
産
さ
れ
る
生
産
高
敷
島
と
の

聞
の
関
係
、
帥
ち
生
産
函
数
は
、

k
記
の
記
続
を
川
び
る
と
、
通
常
、

(

印

)

弔
問
も
(
子
、
日
1
3

-
日
吉
)

或
は

ーも
(
L
J

位
同

J
 

W

I

l

給
誌
と

在
る
形
で
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
。

印
ち
陽
表
的
に
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
れ
に
於
で
生
時
川
役
数
量
ば
狗

L

止
措
世
世
一
で
あ
り
、
生
産
尚
は

生
産
自
前
に
於
け
る
商
品
群
の
割
貼

野
珂
l
六
巻

官事

掠

J 
ノ、

!川
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生
庄
内
論
に
於
け
る
両
品
群
山
畑
貼

怖

正

六

巻

IJq • 
ノ、

プ、
円

第

"BJA 

H
(
3
・
3
・

机拡
M

胸
俊
敏
で
あ
り
、
明
か
に
附
者
の
位
世
は
別
稿
的
で
は
な
い
。
己
れ
に
卸
し
て
ピ
ッ
ク
ス
は

唱

P
S
F
-
H
)
川

N
I
l
$
(
i主唱

l
h
F

N 
S 
) 

で
定
義
さ
れ
た
函
激
突

F
b
f

(
品
)

刊
誌
ご

J
4土
)
H
O

-
N
Z
F士
)
を
考
へ
る
。
仰
に
よ
っ
て

-『

(
3冶
主
冶

l
十

で
あ
る
。
明
か
に
と
れ
を
匂
に
つ
い
て
解
け
ば
、

L
L
記
の
生
提
函
数
川
仰
が
件
ら
れ
、
此
の
窓
味
に
於
て
方
程
式
刊
は
生
売
函
放
を
陰

定
要
素
と
生
産
物
と
の
聞
の
差
問
時
は
消
え
て
ゐ
る
。

伏
的

ι定
義
す
る
が
‘
こ
れ
に
於
て
も
、
仰
に
見
ら
れ
た
ゃ
う
友
芳
生
産
市
買
い
お
と
生
濯
物
と
の
聞
の
非
針
敏
性
は
仔
介
忙
し
な
い
。
生

ヒ
ツ
ク
ス
は
上
記
の
如
く
生
産
物
と
生
産
要
素
左
を
封
稿
的
に
取
扱
ム
が
、
以
上
は

mk、
多
税
制
の
生
応
要
I
雨
を
川
ひ
て
生
内

、
、
、
、
、
、

物
を
た
だ
一
種
だ
け
生
応
ず
る
場
合
に
胤
す
る
に
止
ま
っ
た
。
と
れ
は
従
来
の
生
市
理
論
が
主
と
し
て
対
決J

と
し
℃
来
た
と
と
ろ
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
〈
の
如
く
、
生
昨
物
し
ム
生
出
一
安
本
と
を
剖
稲
的
に
取
扱
ふ
と
と
t

ゐ
友
る
と
、
四
論
を
更
に
横
山
町
し
て
、
多
碍

類
の
生
産
一
安
来

E
使
川
し
て
、
種
類
で
社
〈
多
種
刻
の
生
年
物
珍
一
生
直
ず
る
場
合
、
印
ち
結
合
生
任
物
(
豆
三
官
。
骨
三
ω)
の
場
合
に

進
む
乙
と
が
容
易
に
可
能
と
在
る
。

k
況
の
徐
剰
の
一

E
程
式
げ
に
せ
よ
、
生
産
函
放
を
興
へ
る
方
程
式
仰
に
せ
占
生
産
物
の
積
類

が
」
穣
判
明
氏
限
ら
れ
る
場
合
に
し
か
安
政
し
得
む
も
の
で
は
た
い
。
去
し
そ
の
数
値
が
正
で
あ
る
如
き
獅
立
縫
放
院
が
二
個
以

K
行

花
す
る
と
し
て
も
、
五
程
式
仰
は
使
川
さ
れ
る
生
時
刑
古
来
数
是
と
生
産
物
敷
金
と
の
聞
の
閲
係
、
従
っ
て
生
内
同
間
放
を
典
へ
、
方
程

式
戸
は
、
か
L
る
生
沌
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
刺
俗
を
胤
(
へ
る
骨
で
あ
る
。
却
ち
結
合
生
産
の
場
合
が
取
扱
へ
る
こ
と
、
た
る
。

か
く
の
如
く
剰
倹
の
主
段
式
位
ぴ
に
生
市
川
両
数
在
、

h
記
白
如
く
、
げ
及
び
川
刊
で

m(
へ
る
場
合
位
、
結
合
生
産
の
問
題
を
も
庭
川
崎

す
る
と
と
が
で
昔
る
が
、
今
此
の
円
的
を
以
て
、
刺
餓
の
十
点
程
式
並
び
に
生
昨
両
教
を
胤
(
へ
る
右
科
式
に
書
改
め
を
行
ふ
。
帥
ゆ
り
、

ibid. p. 85 lIicks 



均

+

+

h
だ
け
投
下
し
て
七
種
州
知
の
生
産
物
を
h

h

h

だ
サ
生
産
す
る
と
し
、
且
、
夫
々
の
財
の
債

格
を
卸
と
す
る
。
(
勿
論
倒
格
に
附
せ
ら
恥
る
臨
宇
は
財
白
番
腕
に
臆
ず
る
。
〉
従
っ
て
、
剰
徐
乃
軍
「
利
潤
Y
は

同
種
類
白
生
産
要
素
を
町
的

(

印

)

可
H
』
C
M
R
M
+』

3
3
I
T

十』
C

弘前

で
興
へ
ら
れ
、
生
産
同
教
は
方
程
式

丹、
0> 

) 

」「
(
N
M
w
h
q
N
W

F
)
H
-

で
定
義
さ
れ
る
。

ーー

ヒ
ツ
ク
ス
白
生
産
の
静
率
的
巾
崎
市
酬
の
問
題
侍
成
上
の
特
徴
は
以
上
の
如
〈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
企
業
者
が
利
潤
を
極
大
な
ら
し
め

る
知
〈
、
上
記
の
と
桐
の
仰
の
数
値
の
一
組
を
決
定
す
る
と
す
れ
ば
、
此
の
如
き
最
有
利
一
な
お

1
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
は
如
何
た
る
性
質

を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
。
企
業
の
均
衡
白
問
題
が
と
れ
で
あ
る
か
、
此
の
問
題
は
消
費
者
の
均
衡
の
問
題
と
同
様
に
弐
の
如
〈
に
し

て
解
決
必
れ
初
。

企
業
者
は
、
技
術
的
保
件
仰
に
拘
束
さ
れ
つ
L
、
徐
剰
V
の
極
大
を
求
め
る
。
印
ち
、
保
件
附
き
の
極
大
が
問
題
で
あ
る
。
従
つ

て
問
題
は
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
未
定
係
教
法
に
よ
り
、

H
H

を
ラ
グ
ラ
Y

ジ
ュ
の
未
定
係
数
と
し
て

(

叶

)

E
甲

(
2
・
3-

W
N
a
g
h
h
)
U

可

h
N
H

で
定
義
さ
れ
た
補
助
函
数
曲
を
考
へ
、
此
の
世
比
何
の
制
限
も
た
し
に
財
団
値
在
興
へ
る
如
き
伊
川
町

と
に
防
若
す
る
。
邸
ち
最
有
利
左

m
l
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
は
、

f
の
向
日
仏
関
す
る
偏
尋
胸
数
を

A
と
す
る
と
き

h
ρ

の
値
の
組
を
求
め
る
己

( 。。
) 

、
司、

日
匹芭

(
同

H
Y
M
-
-
-
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生
産
盟
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町
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商
品
群
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生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
の
楓
貼

第
五
十
六
巻

占
ノ、

六

捧

韓

ヨ五

O 

と
仰
と
を
櫛
見
ず
る
如
き
も
の
で
左
け
れ
ぽ
た
ら
向
。

ー

此
の
例
と
例
と
が
企
業
の
均
衡
白
方
程
式
で
あ
る
。
印
ゆ
り
最
有
利
た

m
l
ヨ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
は
+
個
の
聯
立
方
程
式

h
t

、

、

一( 。コ
) 

同

(
F
・
3祖

w
f
)
H
{
}
 

( 。。
) 

k
p
H
h
'
 

(
刊
日

Y

問、

4
1

司

4

の
僻
で
た
け
れ
ば
な
ら
む
。
然
上
此
の
叶
佃
の
聯
双
方
稗
式
在
沖
個
の
未
知
数
的
町

ち
に
最
有
利
註

m
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
で
あ
る
と
は
、
一
五
へ
在
い
。
換
言
す
れ
ば
利
潤
の
極
ん
や
一
興
へ
る
と
は
直

p
kは
云
へ
な
い
。

-M 
) 

hμ
に
つ
い
て
解
い
て
得
ら
れ
る
僻
が
直

そ
れ
が
利
潤
の
極
大
聖
典
へ
る
も
此
め
忙
は
、
更
に
充
分
保
件
が
淵
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
砲
が
、
此
の
充
分
保
件
は
今
の
揚
合
、
次
の
如

h

の
聞
に
何
ら
の
依
存
附
係
も
存
し
な
い
も
の
と
じ
て
、

き
も
の
で
あ
る
必
|
|
い
ま

k
記
の
補
助
函
数
。
に
つ
い
て
、

モ
の
第
二
次
全
微
分
を
つ
〈
る
。
若
し
¥
仰
向
の
解
た
る

m
ト
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
忙
於
て
、

ω. 
X;J 

(
喧
)

在
る
保
何
の
下
に
、
批
の
第
二
次
会
微
分
が
百
四
位
ロ
主
主
目
円
で
あ
る
た
ら
ば
、

〈
任
意
の
寅
数
値
を
取
る
と
き
、
此
の
第
三
次
会
微
分
が
常
に
負
と
在
る
た
ら
ば
)
此
の

z
l
ヨ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
に
於
て

V
は
極
大

〔註
V

ル
」
友
る
。

ム
『
目
!
〉
L
N
H
十
!
F
L
D
+

十
L
P弘
JF

ー()

(
創
ち
、

l
m
h

ム
叫
が
剛
刊
の
一
保
件
に
従
ふ
他
、
永
世

こ
れ
が
今
の
揚
合
の
充
分
保
件
で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
布
利
の

z
l
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ン
に
於
て
は
、
問
た
る
肱
体
制
什
の
下
に
於
て
、

eの
(
諸
廷
の
町
白
聞
に
何
ら
依
存
闘
係
が
在
い
と
し
た
揚
合
の
)
第
二
次
会
微
分
、
即
ち

s

a

1

2

1

 

2

2

l

M

凶

b
p
p
L
P目
1
h
!日ヤ一

九
品

1

「

也

管

長

、

」

が
目
。
官
庁
一
司
令
出
主
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
削
ち
僚
件
闘
し
の
下
民
、
耐
1
仙

)
仰
の
二
次
形
式

此白均衡の瞳乱世的法則化については、 Hicks:ibid. p. 86 t::見よを止産
物、 jO;生産要素とするとき、 F・'flは“them町田nalprod臥ctor the factoT 
i i~_ terms of t~e prodll-ct' i"であれ調常 L限界生産力守と呼ばれるものに
相官ナる匹、 Hicksはιれを“m町 ginalra.te qf仕ansfotmation" と呼んで

2) 
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同
守
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昔、
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"" 去
で

あ凶
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のよ?
と。~ト
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は

行、
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L
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l
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M
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p
t
p
M
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一
号
、
回

L
F
L
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一L
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F
H
H
M
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H
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F
H
H随
時
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一
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L
m
y
t
h
N
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一

L
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p
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F
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が
凡
て
負
で
あ
る
と
と
に
他
危
ら
た
い
。
と
れ
が
企
業
の
均
衡
の
安
定
傑
件
で
あ
る
。
以
下
使
宜
上
此
の
行
列
式
の
最
後
の
も
の
を

F
で
去
は
し
、

F

K
於
け
る
ん
の
飴
閃
放
を
陀
で
表
は
す
と
と
h
h

す
る
。

引

山

「

引

山

「

れ

叫

さ
て
方
程
式
加
判
例
は
+
個
の
方
様
式
を
ヰ
円
み
、
此
等
の
+
個
の
方
程
式
は
互
に
狗
立
で
あ
る
と
宥
倣
さ
れ
る
。
従
っ
て
己
れ
を
+

~

w

d

L

W

吟

い

山
市
北
ぴ

μ
に
つ
い
て
相
川
く
己
と
が
で
き
る
。
今
か
く
の
如
〈
忙
し
て
仰
向
を
解
い
た
結
果
を

個
の
縫
教
的
拘

(
同
凶
)

一

』
w 
a 
) 

(
刊

H
U
F
F

M 

' ) 

ど
H
主
r
』
C
M
W

一百三

な

H
E
h
h
r
L官
官

-
匂
E
)

と
す
る
。
明
か
に
仰
で
定
義
さ
れ
た
拘
及
び

ρ
は
附
附
を
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
と
と
か
ら
、
山
の
函
数
の
終
消
的
意
味

が
明
か
に
さ
れ
る
。
市
揚
で
一
定
の
仙
格
系
刈
子
山
ル
が
興
へ
ら
れ
k

ぽ
、
問
に
よ
っ
て
こ
れ
に
底
じ
た
諸
々
の
的
及
♂

μω

伯
が
定
ま
る
が
、
此
の
的
及
び

μ
は
上
記
の
利
潤
樹
大
の
必
要
傑
件
向
例
を
満
足
す
る
も
の
で
る
る
。
即
ち
、
利
問
中
極
大
を
目
指

し
て
行
動
す
る
場
合
の
企
業
の
生
産
要
素
需
要
賢
乃
宅
生
産
物
生
産
高
に
他
在
ら
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て
、
聞
は
企
業
の
生
産
要

生
産
四
諭
に
於
げ
る
両
品
群
町
栂
貼

第
瓦
十
六
巻

六
七

第

競

豆正

" 

J，る。
此四時件白粧隣的意味にワいては、 Hic1ζs:ihid. pp. 86-87・を且bれたい。3) 



• 
生
成
眼
前
に
於
け
る
向
品
群
の
幅
削
賠

傍
五
十
六
巻

一
六
八

第

挽

荒

素
に
封
ず
る
需
要
函
数
及
び
生
産
物
の
供
給
凶
数
を
典
へ
ち
も
の
で
あ
る
。
以
下
便
宜
上
此
の
雨
者
主
一
括
し
て
企
業
の
市
場
活
動

函
数
と
呼
ぶ
己
と
h
し
よ
う
。

然
ら
ば
此
D
企
業
の
市
場
活
動
函
教
は
如
何
な
る
構
活
を
も
つ
か
。
此
の
問
題
に
答
へ
る
も
白
が
か
の
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
で

あ
る
o

今
上
記
白
…
間
的
K
於
て
諸
々
の
向
及
び

μ
在
、
仰
に
一
不
ず
如
〈
、
債
格
系
列

h
h

建
到
に
封
す
る
均
の
同
盟
動
の
比
率
を
求
め
れ
ば
、
微
積
分
恩
ナ
に
於
け
る
陰
嗣
放
の
微
分
法
の
敦
ふ
る
子
繍
き
に
ー
っ
て
、

管

制

同

-

2

8

1

1

1

1

H

陪

i

[

-

出始
H
S
F
n百
円
。
「

F
U
E
L可
」

。》FHh
『

匂

を
得
る
。
便
宜
L
L
今
此
の
式
白
右
遜
E

1
凶
町
、
と
世
け
ば
，

(

H

b

h

N

U

l

r

¥

 

と
友
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
は
消
究
者
の
市
場
活
動
に
闘
し
て
現
は
れ
た
同
様
の
も
の
を
「
代
別
殻
果
L

(

皆吉岡
E
H
S
O
F阜
の
表
現
と
併

し
た
白
比
謝
し
て
、

E

L

r
現
は
れ
る
諸
々
の

x
が
意
味
す
る
と
己
ろ
を
つ
生
産
殻
来
」
音
色

E
Fヨ
Z
E
)
と
呼
ぶ
が
、

E

h
で
は

簡
単
の
た
め
、
耐
と
悶
様
忙
叫
を
「

MEt
と
財
J
ど
の
問
の
代
用
白
羽
」
と
呼
ぶ
こ
と
ミ
し
よ
う
吋 仰

の
函
教
と
宥
倣
し
て
、
関
格
拘
'
白

此
の
町
刊
は
、
消
費
者
選
排
白
理
論
に
於
け
る
と
同
様
に
、
全
〈
同
様
の
六
個
の
性
質
を
有
す
る
。
然
し
、
此
の
性
質
、
並
び
に
そ

の
経
済
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
既
に
佼
べ
た
か
ら
己
誌
に
は
繰
返
さ
な
い
叫
此
の
揚
合
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
寧
ろ
L

刊
の
正
負

が
有
す
る
経
済
的
意
味
で
あ
る
町
町
民
於
て
財
t
は
生
産
婆
素
で
も
あ
り
得
る
し
、
メ
生
産
物
で
も
あ
り
得
る
。
又
財
J
も
同
様
で

あ
る
。
然
も
生
産
要
素
の
揚
合
は
、
例
へ
ば
、
財
J
が
生
産
要
素
の
場
合
を
と
っ
て
云
へ
ば
、
仰
の
礎
化
に
封
す
る
生
藤
要
素
J
の

需
要
の
轡
化
を
見
る
た
め
に
は
、
的
で
は
た
く
す
ど
う
零
到
す
る
か
を
考
へ
ね
ば
た
ら
ね
。
(
吾
々
は
生
産
要
素
を
「
負
師
生
産
物
一
」
と

町
白
も
つ
経
桝
的
意
味
は
著
る
し
て
錯
綜
す
る
こ
と
次
去
に
示
す
語
り
で
あ
る
が
、
紳
却
し
そ
れ
に
も
拘
は

見
た
か
ら
d

此
の
結
川
地
、

以下については Hicks.:ibid. pp. 320---3回並びに安井琢隣教授し企業の動
串理論寸(日本組稗串官斗報第三斡)p. 164・以下を歩間されたい。
Hicks: :ibid. p. 90 此甲車占にづいては柑前掲訓稿、 p.536参照。
lIic:ks: ibid. p. 321 前掲拙稿、 p.5，7 
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務
五
イ
六
巻

ば
そ
の
需
安
は
増
大
し
、
財
ー
が
生
産
物
な
ら
ば
そ
の
供
給
が
減
h
y
す
る
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
が
慣
格
ル
の
穣
動
傾
向

生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
的
視
邸

七
O 

第

披

五

川

町
が
一
札
の
揚
合
、

慣
仙
骨
盤
動
傾
向
を
含
み
、
此
の
意
味
に
於
て
此
の
二
つ
の
債
格
は
「
共
鑓
的
し
で
あ
る
と
一
五
へ
る
n

と
れ
と
恰
皮
逆
に
、

仰
と
仰
と
は
「
反
越
的
し
で
あ
り
、

に
及
す
放
浪
は
同
一
で
あ
る
。
卸
ち
、
債
格
的
の
騰
貴
を
誘
設
す
る
傾
向
を
持
つ
。
即
ち
‘

h
と
札
口
と
は
共
通
の

町
叫
が
負
の

場
合
に
は

一
方
の
債
格
騰
貨
は
他
方
の
償
格
下
落
を
涜
滋
F
る
傾
向
を
生
む
。
ヒ
ツ
ク
ス
が

消
費
者
選
警
に
闘
し
て
、
「
債
格
北
九
礎
的
」
の
揚
合
を
「
代
用
的
」
と
一
五
ひ
、
寸
憤
格
反
鐙
的
」
の
揚
九
日
を
「
補
完
的
」
と
呼
ん
だ
己

と
は
既
越
の
如
〈
で
あ
る
が
、
ヒ
ツ
ク
ス
は
同
一
白
翻
騎
を
今
の
揚
合
に
も
貫
徹
し
て
、

れ
叫
が
正
の
揚
合
財
?
と
財
J
と
は
「
代
川

的
」
(
吉
宮
正
旦
E♂
ロ

S
】
)
で
あ
る
と
一
式
ひ
、

ha
が
負
の
場
合
、
財
4
と
財
ー
と
は
寸
補
完
的
」
〔
S
E
1
2
2
zき
で
あ
る
と
呼
ん
で
ゐ

る。
(誌
)

ζ

こ
で
の
私
回
発
分
保
件
の
取
扱
ひ
は
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
は
同
一
で
ち
る
と
悶
詰
「
、
そ
の
導
き
出
し
方
に
掛
て
ヒ
ツ
タ
λ

の
そ
れ
と
異

っ
て
ゐ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
の
茄
分
時
件
の
綾
部
(
同
E
G
E晶
司

凶

N
O
)

は
不
精
確
で
あ
り
、
同
様
の
と
止
が
ま
た
消
費
者
均
栂
の
安
定
傑
件
す
同
国
民
fu

F
E
M
V
凶

O
E
に
つ
い
て
も
云
は
れ
符
る
が
、
此
の
貼
に
つ
い
て
は
閑
正
遣
敬
授
の
一
布
教
に
負
ふ
。
何
、
保
件
附
の
描
大
柿
小
町
問
題
に
於
て
ラ
グ
プ

シ
ジ
ユ
申
未
定
博
教
法
を
用
ひ
た
場
合
の
充
分
保
仲
の
単
扱
ひ
に
つ
い
て
は
、
藤
原
松
三
郎
博
士
「
償
分
積
分
串
」
樺
ご
巻
一

Q
O
頁
以
下
に
も
詳
細

な
説
明
が
あ
る
。

商
品
群
内
部
に
於
て
相
劉
債
格
が
不
壌
で
あ
る
訟
ら
ぽ
、
該
商
品
群
と
任
意
の
商
品
(
或
は
商
品
群
)
と
の
聞
の
代
川
の
項
を
遁
営

に
定
義
す
る
限
り
、
該
商
品
群
主
草
一
商
品
で
あ
る
品
の
如
く
に
者
倣
し
て
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
万
程
式
を
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
、
此

の
意
味
に
於
て
そ
の
内
部
で
相
仙
割
前
田
絡
が
不
襲
た
る
商
品
群
は
車

商
品
と
伺
様
に
取
扱
っ
て
差
文
へ
た
い
Q

-

此
の
如
雪
が
ヒ
ツ

ク
誌
の
「
憤
値
止
資
本
」
を
一
貫
す
る
考
察
原
理
の
一
つ
で
あ
る
が
、
此
の
瑚
賄
が
如
何
た
る
内
容
を
有
す
る
か
は
、
既
陀
前
稿
に



於
で
詳
諭
し
た
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
苦
々
は
此
の
商
品
群
の
観
鮪
を
既
知
と
宥
倣
し
て
生
産
計
叢
の
分
析
へ
の
そ
の
瀦
用

K
考
察

を
進
め
る

E
L」
も
問
来
る
が
、
己
誌
で
は
此
の
商
品
群
観
瓢
白
内
容
に
つ
い
て
前
稿
と
は
精
同
時
っ
た
方
掛
か
ら
若
干
の
一
説
明
を
附
加

へ
、
備
前
稿
で
省
略
し
た
説
明
を
補
っ
て
置
き
皮
い
と
忠
ム
。

さ
て
吾
々
が
己
、
に
詮
明
を
要
求
さ
れ
る
命
題
は
か
う
で
あ
る
a

ー
今
財
1
2

加
が
商
品
群
を
形
成
し
、
此
等
D
諸
商
品
相

(
勿
論

2
M
V
と
す
る
。
街
此
の
川
は
上
記
の
生
産
要
素
の
種
類
の
教
の
川
と
無
関
係

立
聞
の
相
樹
憤
絡
が
不
鑓
で
あ
る
と
す
る
。

恥
な
る
常
教
を
池
宮
に
取
る
正
き
、

で
あ
る
。
)
卸
ち
川
町

岡

田

)

匂 E
11・4

- {  L~ 

S 

恒
三

U
5

両
内
同

~ 

f 

戎
は

(
同
町
、
)

(
品
目
戸
凶
、

-W 
H 

た
る
閥
係
が
成
立
つ
。
今

(
同
四
)

C
H
5
3
+
5
3
+
'
 
+
ξ
J
-言
母
語

と
置
い
て
此

O
G
E
以

τ此
b
商
品
群
。
数
量
を
測
る
と
同
時
に
此
む
商
品
群
そ
の
も
の
を
も
友
す
己
と
、
す
る
。
上
記
の
川
に
ぽ

を
も
ち
亡
め
ば
、

(
H
4
)
 

可
H
『
む
+
」
む
き

-zas十
回
+

+
h
-
E
 

を
得
る
か
、
此
白
式
は

T
を
G
D
債
格
と
宥
倣
し
得
」
べ
き
乙
ル
ど
一
部
す
。
此
の
意
味
で

T
を
G
の
債
格
ム
」
呼
ぶ
こ
と
ミ
す
る
。
さ
て

次
に
、
今
t
又
は

1
E任
意
の
商
品
又
は
商
品
群
と
し
て

1

(
同
悟
)

闘
の
叫
川

5M何
回
込
，

T
S
岨円相、+

+saM星

(
岡
部
、
)

M

富
山

5
M
P
+
5
F
ω
+

十

Jpsupa

生
産
理
論
に
於
げ
る
商
品
群
の
現
鞘

静
五
十
六
巻

七

歪孟

丘

事

協

L尚品群に1換すする需要マ(本誌第五 f五巻停五醜所掲l• 

. 



生
産
覇
論
に
於
け
る
商
品
群
の
視
結

第
五
十
ハ
巻

七

俸

競

五
六

と
泣
く
。

(
Mな

HMJh
で
あ
る
か
ら
常
然

M
g
u
p
a
)
然
ら
ば

G
E
躍
一
商
品
で
あ
る
か
の
如
〈
宥
倣
し
て
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式

を
書
き
下
す
己
と
が
で
昔
で
、

(HS

柑
H
l
g

司
令

合唱、
)

J

刷
引
日
l
F
q

と
た
る
。

ω"に
於
て
・
1
1は
ー
か
ら
礼
ま
で
の
何
れ
で
の
商
品
で
も
よ
い
か
、
亦
、
何
ら
か
の
任
意
の
商
品
群
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

特
に

A、、

白

む

き

三

ー司
n
l
M
2
1
u
m
M
3
d
R
U
M
p
u

で
あ
る
。
次
に
此
の
命
題
を
説
明
し
よ
う
。

(
回
(
)
)

此
の
一
命
題
の
説
明
白
川
護
結
と
な
る
の
は
上
記
の
市
揚
活
動
函
敷
山
で
あ
る
。
前
と
れ
に
闘
し
て
注
意
主
要
す
る
の
は
、
此
白
市

場
活
動
函
教
は
、

(
H
A
H
)
 

由ト主
剥
恥
l
H
I
M
g

(NHarp--ugu」
n
r
日・

w -~ ) 

を
櫛
立
一
階
偏
微
分
方
程
式
と
宥
倣
す
と
昔
、
此
の
偏
微
分
万
程
丸
を
満
足
す
る
函
敢
白
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

と
れ
だ
け
の
橡
備
的
注
意
の
上
に
読
明
主
治
め
よ
う
。
偲
定
に
よ
っ
て
今
の
揚
合
財
1
2

あ
り
、
此
の
意
味
で
日
が
成
立
す
る
が
、
今
此
の
由
主
市
揚
活
動
函
敷
内
刊
に
も
ち
と
め
ば
、

叫
の
聞
で
は
相
針
偵
格
比
が
不
援
で

(
凶
同
)

B
U
N
-
(「
凶
作
一
ご
『
公
ず

、

山

E
h
s
w
hぎ+】圃

"" ， 
) 

(
N
H
H
Y
F
 

~ 
) 

と
な
る
。

E
れ
に
於
て
叫
叫
・

れ
吋
は
常
数
で
あ
る
。
印
ち
、
商
品
群
G
内
部
に
於
て
相
封
筒
格
が
不
慶
で
あ
る
揚
合
、

的
一
は
(
ヨ

l



iH)個
の
偵
格

γ
山

品
。
函
数
と
た
る
。
吏
に
肌
仙
の
判
的

む

u
M
Z
E
(吉
ピ

古

F

v

E

Z
下富士、

B

H

H

1

 

と
伝
り
、
と
れ
ま
た
官
三
十
回
)
個
の
師
団
格
T
h
a

仰
の
函
教
で
あ
る
と
と
が

b
か
る
。
帥
ち
、

、モ一
a)

内
宇
一
聞
に
も
ち
と
め
ば
、

(
M
N
)
 

h 
a 
) 

(
凶
回
、
)

Q
H
C
(『
一
地
主
土
u

で
あ
る
。

以
目
仁
の
と
と
が
明
か
と
在
れ
ば
、
四
四
倒
的
競
則
一
は
容
易
で
あ
る
。

i
l今
聞
に
つ
い
て
子
宮

7
に
つ
い
て
偏
微
分
す
れ
ば
、
十
附

数
の
函
数
の
偏
微
分
法
に
よ
り
、

自
占
〉
町
占
-
;
由
主
」
一
:
町
主

'

判

!

?

;

駅

4

)

)

S

F

1

を
得
る
が
、
先
に
注
意
し
た
通
り
、
市
場
前
動
同
教
団
及
川
仰
は
偏
微
分
み
程
式
凶
を
満
足
す
る
か
ち
、

己
れ
は
書
改
め
ら
れ
て

と

1主
り

夏
K 
XOj 

dコ
定 H

i議)i
に」p
よ!
--:J .'3" 

で 伊

F 

"
引

'IBMの
~

と
た
る
。
己
れ
に
よ
っ
て
町
を
閣
の
如
〈
定
義
す
れ
ば
、
酬
が
成
立
す
る
と
と
が
一
不
さ
れ
る
。
会
ぐ
同
線
に
し
て
ぽ
白
ム
配
布
刑
法
主

仰
に
つ
い
て
偏
微
分
す
れ
ば
げ
が
符
ら
れ
る
し
、

γ
に

勺

い

て

偏

微

分

す

れ

ば

側

が

得

ら

れ

る

。

、

以
上
保
商
品
群
が
一
個
し
か
存
在
し
た
い
揚
合
で
あ
る
が
、
商
品
群
が
一
個
以
上
存
在
す
る
揚
合
忙
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱
ひ
が

1

1

 

可
能
で
あ
る
o

今
、
上
記
の
如
く
ー
か
ら
制
ま
で
の
商
品
が
鮮
を
形
成
す
る
他
、
更
に
け
か
ら
叶
ま
で
の
商
品
が
今
-
つ
の
群
を
形

成
し
、
そ
由
内
部
で
相
到
慎
絡
が
不
獲
で
あ
り
、
従
っ
て

止
産
珂
論
に
於
け
る
商
品
群
町
観
黙

第
一
九
十
六
巻

七

告書

披

:E 
K 

、ミ、



4
品
用
創
刊
誠
に
於
け
る
向
品
群
hu

概
貼

岨
F
r
1
4
1

六
巻

七
l川

首会

協

五
ノ、

」

S
H
寸王、

(
同
日
言
+
回
、
E
+
P

+ 
ミヨ

で
あ
る
と
し
よ
う
。
(
勿
論
E
+
『
仏
お
と
す
る
。
)
k
記
に
よ
っ
て

+雪、富十hnqa+M

と
置
昔
、

U
E
以
て
此
の
商
品
群
白
数
量
と
名
稲

E
r
E同
時
忙
表
は
し
、

f
E以
て
商
品
群
刊
日
の
債
格
と
す
る
。
申
引
に
聞
の
む
義
わ

よ
っ
て

由、
H
H
R
1
S
古
総
司
古

+
s
U古
右
翼
古
十

(
同
臼
)

M 

" " 
111 

悼M51凶語
、凶+. ~ 

Eh-
~ ~ 

" 11 百 I凶雷
M 也~

EitdE 
"~ 

F 

+
 

を
作
る
。
と
己
る
で
前
色
同
厳
に
し
て
、
諸
々
の
竹
刀
此
ぴ
G
U
は(芯

l
=
1
2・8
個
の
償
格

T
f
叶F

 

U
を
か
く
の
如
き
も
の
v
F
一
宥
倣
し
て
，
T
及
び

γ
に
つ
い
て
偏
微
分
す
れ
ば
、
全
く
同
様
の
手
続
き
に
よ
っ
て

時コヨ

白

む

白

む

、

叫
吋

U
H
M
U
E
H
l
u
r
-
u
d「

を
得
る
。
即
ち
、
上
記
の

mwは
1
1
が
商
品
群
で
あ
っ
て
も
成
立
つ
の
で
叡
り
、
此
の
意
味
に
於
て
吾
々
は
そ
の
内
部
で
相
針
債

格
の
不
輔
盟
友
商
品
群
を
軍
一
商
品
と
同
様
に
取
扱
ふ
E
と
が
向
来
る
の
で
あ
る
。

h
b
陶
数
で
あ
る
が
、
。

以
上
に
よ
っ
て
者
々
が
説
明
し
よ
う
と
し
た
命
題
は
説
明
さ
れ
た
。
即
ち
、
そ
の
内
部
で
相
勤
債
格
比
が
不
務
た
る
商
品
群
が
興

へ
ら
れ
た
揚
合
、
設
商
品
群
の
数
量
、
債
格
、
及
び
そ
れ
と
他
の
商
品
{
又
は
商
品
群
)
と
の
間
の
代
用
の
項
を
遁
営
に
定
義
す
る
場

商
品
と
同
様
に
取
抜
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、

四

合
、
ス
ル
ウ
ワ
キ
イ
方
程
式
白
形
成
に
闘
す
る
限
り
、
該
商
品
群
E
車



阜
一
商
品
と
同
様
の
椿
遣
を
有
す
る
市
場
活
動
函
数
を
考
へ
る

E
K
が
出
来
る
。

さ
て
己
れ
ま
で
吾
々
は
商
品
群
と
皐
-
商
品
、
或
は
商
品
群
と
商
品
群
と
り
間
D
代
用
の
項
を
皐
一
商
品
相
互
聞
の
代
用
の
項
を

去
す
記
械
、
帥
ち
諸
々

D
X
を
以
て
表
は
し
て
来
た
。
今
迄
は
w

商
品
群
が
軍
一
商
品
と
同
様
に
取
扱
は
れ
得
る
こ
と
の
説
明
が
主
f

限
で
あ
ワ
た
し
、
亦
そ
己
で
取
扱
は
れ
る
商
品
群
も
少
数
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
然

ι、
こ
れ
か
ら
吾
々
が
取
扱
は

う
と
す
る
場
合
は
、
商
品
鮮
の
数
が
増
大
し
、
目
、
此
等
多
数
の
商
品
鮮
と
理
一
商
品
L
」
の
聞
の
、
或
は
商
品
群
期

E
閥
の
代
用
が

十
十
一
役
主
税
宇
る
揚
合
で
あ
る
。
従
っ
て
か
う
い
ふ
揚
合
を
底
現
す
る
た
め
に
は
、
商
品
群
と
単
一
商
品
と
の
間
の
代
用
白
羽
及
び
商

品
群
相
互
聞
の
代
用
の
市
引
を
表
は
す
た
め
に
特
別
の
記
就
主
用
ふ
る
の
が
便
宜
と
思
ふ
。
此
白
意
味
に
於
て
商
品
群
G
L」
単
一
商
品

3
 

7
と
の
間
り
代
用
の
項
を
L

叫
で
去
は
し
、
更
に
、
単
一
商
品
-
J
と
商
品
群
G
と
の
聞
の
代
用
の
明
も

h
で
表
は
す
と
と
L
ず
る
?
師

ち
、
士
山
弘
或
は
し
引
と
記
し
た
も
凸
を
凡
て
し
叫
と
記
す
こ
と
L

ず
る
。
従
っ
て
上
記
の
開
聞
に
よ
っ
て

遺

言

S
U
M
S
M肉
d
H
M
E
M
E

(
日
品
)

E 
あ
り

(19) 
(19') 
に
ょ
う

ーと白h
J

I

'

白
号
、
，

引引
l
u
-
-
u
c
で
割
引
l

i

z

-

-

で
あ
る
。
(
比
の
場
合
S

に
附
す
る
橋
宇
の
う
ち
第
一
の
添
字
が
向
品
躍
に
闘
し
、
帝
こ
の
添
宇
が
軍
一
商
品
に
闘
す
る
ζ

と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
)
吏

ι

同
様
に
し
て
商
品
群
と
商
品
鮮
と
の
聞
の
代
用
の
頃
を
去
は
す
た
め
に

S
を
用
ひ
る
と
と
h
す
る
。
印
ち
、
前
に
恥
で
去
は
し
た
も

遺

書

十

向

刀

の
、
剖
ち
凶

M
S
S
M執
を
表
は
す
に
践
を
以
で
し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
記
泌
を
附
ひ
る
と
、

-
H
-

、MME--+凶
司
令

2

白
応
、
白
色

2

d
1
M
l
u
a
?
dつ
目
叫
吋
叶

lqq号、

(
国
司
)

生
産
理
論
に
於
げ
る
商
品
群
の
視
鮎

静
五
十
六
巻

七

静

器産

五
，プL



で
あ
る
。

生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
。
税
勤

七
六

第
五
十
六
巻

第

斑

六
O

か
〈
の
如
〈
五
口
々
は
、
商
品
群
と
車
一
商
品
と
の
問
の
、
ま
た
商
品
群
相
互
間
の
代
用
の
明
を
去
す
た
め

K
、
使
宜
上
新
し
い
記

時
抗

S
並
び
自
を
導
入
す
る
。
と
己
る
で
、
五
百
々
は
諸
々
の
X

に
闘
し
で
か
の
六
個
の
法
則
が
成
立
す
る
と
と
を
知
っ
て
ゐ
る
が
、
此

の
X
に
つ
い
て
成
立
す
る
法
則
は
、
ま
た
そ
の
士
、

s
及
び
S
に
つ
い
て
も
成
」
比
す
る
。
以
下
二
三
の
代
表
的
友
揚
合
を
例
に
と
っ

で
、
こ
の
こ
と
を
説
明
し
よ
う
。

4 

今
上
記
白
"
個
の
財
が
任
意
の
分
ち
方
に
よ
っ
て

ν
個
の
商
品
群
に
分
た
れ
た
と
し
、
商
品
群
I
の
軍
一
商
品
J
に
射
す
る
代
用

e
 

(
か
〈
白
如
〈
、
両
品
群
の
帯
抗
告
一
部
す
添
字
と
し
て
大
文
字
を
利
用
l
、
車
一
商
品
四
番

白
項
を
町
と
し
、
商
品
群
i
の
債
格
を
口
、
と
す
る
。

(

M

A
凶

)

鵬
を
示
す
小
文
宇
の
蹄
宇
に
抑
服
せ
L
品
る
。
)
撚
る
と
昔
、
泊
常
に
定
め
ら
れ
た
る

η
個
の
常
数
町
叫
，

日

k
H
E
E

叫
に
劃
し
て

(
回
叶
)

が
成
立
す
る
。
(
制
L
、
財
2

は
商
品
群
f
に
属
す
る
ー
と
す
る
。
)
更
に
亦
町
の
定
義
に
よ
っ
て

腕
な
目
一
山

~22

で
あ
る
。
但
し
己
れ
に
於
て

2
日
は
商
品
群
ー
に
魁
す
る
凡
て
白
商
品
の
呑
就
に
つ
い
て
綿
和
を
と
る
と
と
を
意
味
す

Z
o

上
回
前
提
の
下
に
、

x

k
閲
す
る
第
三
の
法
則
、

s

g

M

吉
凶

2
1
(
}

自
に
闘
す
る
法
則

ピ凶
「

~g目
C

M
』司、阜、

H
C

か
ら
、

(
回
申
)

(

監

)

)

さ
て
以



を
噂
〈
己
と
は
容
易
で
あ
る
。
生
づ
酬
を
問
仰
を
用
ひ
て
書
改
め
れ
ば
、
直
ち
に
酬
を
符
る
。
ま
た
凶
を

M
S
M
C
u
-

た
る
形
に
昔
改
め
、
此
の
商
品
曜
に
凶
を
乗
じ
一
更
に
此
の
@
を
商
品
群
ー
に
届
す
る
凡
て
白
番
切
に
竣
へ
て
そ
の
線
和
を
つ
く
れ
ば

-u凶
;
S
M
S
F也

凶

L
Z
h
h
n
M

を
得
る
が
、
此
白
線
和
主
取
る
順
序
を
取
か
へ
れ
ば
、
此
の
式
の
右
越
は

H
凶
句
、
M
S
F
h

M
H
M

恥
吉
川

と
た
り
、
己
れ
よ
り
町
に
よ
っ
T
測
が
成
立
す
る
と
と
が
知
れ
る
。

突
に
商
品
群
相
互
間
の
代
用
の
項
目
に
つ
い
て
考
へ
ょ
う
。
上
記
D
場
合
商
品
群
f
と
商
品
群
J
と
の
問
の
代
問
の
項
g
叩
を
考
へ

れ
ば
、
定
義
に
よ
っ
て阻

む

J
L
m
M
V
J
P

で
あ
る
J
一
伊
且
♂
戸
田
意
義
一
は
上
記
に
よ
っ
て
容
易
に
類
推
さ
れ
る

O
)

今
側
と
此
の
関
係
を
川
ひ
て
X

に
つ
い
て
成
立
す
る
第
四
の
法
則

M
M寄
与

Fh
〈
C

事

事M
M
2叫
〈
国
己
〈
C

N
M
M
K
H
H
M
 

が
導
昔
出
さ
れ
る
と
と
を
抽
耳
切

t
ょ
う
。

今
此
の

μ
個
の
商
品
群
に
合
主
れ
る
阜
商
品
の
種
類
の
教
を

m
と
し
よ
う
。
首
然

m
は

n
よ
り
小
で
る
る
か
ら
、
此
の
叫
陀

つ
い
て
も
む
が
成
立
つ
。
印
ち

号
〉
凶
凶
苦
言
凶
瞬
、
H
凶
3
M
S割、

品
明
日
同
匂

M
H

院
、

(
∞
一
戸
)

か
ら

(
臼
品
)

(
白
日
山
)

宏
司
包
戸
ぐ
と
ロ
由
。
『

=-o自

F
m
E
S

司
。
円
巴
-
ぐ
mW7-ao「
h
h
F
E
F
E
M
Mミ

生
産
瑚
論
に
掛
け
る
商
品
群
の
翻
貼

七
七

第
五
十
六
巻

第

掠

六

• 



事

生
産
理
論
に
A
R
W
る
商
品
群
の
概
勤

第
五
十
六
巻

士r

" 
第

蝉

1， 

ヨ

)

予

)

下

で
あ
る
。
正
己
ろ
で
と
れ
に
於
で

M
S
P
は
鉛
に
よ
り

U
M
ご
凶

5
M
gで
あ
り
、
夏
に

mに
よ
り

U
M
ご
切
訟
で
あ
る
。
今

、

Fi
、

、

M
M
h
叫司、

i

t

t

、E
M

此
白
結
果
hv
仰
に
も
も
と
め
ば
、

S

T

F

下

ま

(

宮

)

号

〉

M
U
3
M
H
2
1
M
2
M
I包

言

)

事

帽

を
符
る
。
と
こ
ん
一
で
と
れ
忙
於
て

MU守
m訟
は
、
前
と
悶
棋
に
%
に
よ
り

t
M
2
M
u
s
a
h
t
M
E
E
=

a

t

k

T

a

t

s

h

h

H

M

 

で
あ
る
。
い
ま
此
む

結
果
を
川
酬
に
も
ち
己
め
ば

君

事

F
F

C
〉
凶
守
凶
古
田
口

n
M
凶
ロ
で
田
町

巴

司

、

側

、

を
得
る
。
と
れ
で
叫
が
成
立
つ
と
と
が
設
明
さ
れ
た
。

か
〈
の
如
く
に
し
で
、

x
に
つ
い
て
成
立
す
る
か
白
六
個
の
法
則
が

s
及
び
自
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
h
安
常
す
る
こ
と
を
知
り
得

る
。
帥
ち
、
商
品
群
内
部
忙
於
て
相
針
債
格
比
が
不
刷
出
友
揚
合
、
油
首
に
此
の
商
品
群
白
数
量
、
償
絡
及
び
他
の
商
品
交
は
商
品
群
)

と
の
問
の
代
用
の
項
を
定
義
す
る
限
り
、
此
の
商
品
群
を
問
中
一
商
品
で
あ
る
か
の
如
く
看
倣
し
て
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
聖
書
下
す

己
と
が
出
来
、
然
も
此
の
代
別
D
項
は
、
車
一
商
品
の
そ
れ
と
同
様
に
、
か
の
六
個
の
性
質
を
満
足
す
る
。
此
の
意
味
忙
於
て
そ
の

内
部
で
相
針
償
格
比
の
一
不
縫
な
商
品
は
草
商
品
と
同
様
陀
取
扱
は
れ
得
る
が
、
此
の
商
品
群
糊
鮪
が
そ
の
本
来
の
機
慨
を
護
持
す

る
の
は
、
動
十
一
率
的
分
析
に
於
て
で
あ
る
。
再
々
は
次
に
企
業
の
生
産
計
聾
白
動
醐
学
的
分
析
に
於
て
此
の
翻
貼
が
如
何
に
利
肘
み
さ
れ
る

か
、
か
の
時
間
的
代
間
関
係
(
臣
E
E
E
E
E『

E

E
旦
時
間
的
制
完
闘
係

(
E
E
1
2
5
z
z
q
E
R
E
Z
は
解
析
的
に
ど
う
定
義
さ
れ

る
か
、
ま
た
、
利
子
歩
合
の
縫
動
が
生
産
計
聾
に
及
ぽ
す
影
響
に
闘
し
て
、
か
の
「
徐
剰
の
傾
創
」

(
p
o
E
C
E
m
t
F
O
E
-
z
E
)
並

び
K
「
計
叢
の
平
均
期
間
」

(
F
m
B
E唱
官
ユ
乱
。
士
吉
田
品
目
)
白
理
論
は
ど
う
見
ら
る
ベ
音
か
、
を
論
じ
た
け
れ
ば
た
ら
ね
ロ

(
附
記
)
本
稿
は
、
最
初
ヒ
ヴ
ク
只
の
生
産
計
輩
の
副
串
的
分
析
、
特
に

J
E
E
m
a
F
O
E
4
z
z
v
E
及
び

J
品
E
向
。
旬
。
口
え

L
F
0
1胸
元
自
理

論
の
論
評
と
し
て
書
き
初
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
K
L
て
静
串
的
生
産
珊
論
に
於
け
る
商
品
群
醜
動
を
詳
論
す
る
う
ち
、
可
成
nJ
四
分
量
に

謹
し
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
ツ
ク
ス
の
割
問
申
的
生
産
理
論
山
論
評
は
別
府
榔
曾
に
擦
り
こ
こ
に
は
、
静
串
的
生
腔
理
論
を
中
心
、
と
す
る
商
品
群
嗣
駒
の
説
明

だ
け
に
止
め
る
究
停
で
あ
る

U




